
裏側の拡大図

片方に倒す

①外表に折って端から1cmのところを縫い、
　その後、縫い代を0.5cmに切る

②裏に返してもう一度縫う(袋縫い)

③袋口を三つ折りし、持ち手をはさんで一周縫う

※縫い始めと縫い終わりはすべて返し縫いをする
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マイバッグ
小さくたためる

材料
・生地 (キャンバス・薄手の帆布など) (88cm×50cm)… 1枚
・持ち手 (2～3cm幅65cm)… 2本 ・ボタン(直径約2~3cm)… 1個
・ヘアゴム(20cm)… 1本

②はさむ

①三つ折り

③縫う

1cm

15cm15cm

約39cm

約32cm
畳んだところ

約47cm
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2cm
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ゴムの結び目の
下側に縫い留める

⑥表に返して20cmのヘアゴムを結び、手縫い糸で縫い留める

④持ち手を起こし、袋口を縫う ⑤脇と底を合せて両側のマチを縫う

縫う

8cm

0.2 ㎝
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＝
＝

⑦ボタンを縫い留める

①上からミシン

（裏）
（裏）

（表）
（表）



ボタンのつけ方

①　針は布の表からさし、布をすくいます。
ボタンの裏から針を入れ、糸を渡し、針を布
地に入れます。この時、糸足分として布地の
厚み分だけ残します。

②　①を 2～ 3回繰り返します。

③　糸足部分に、上からすきまなく糸を巻い
ていきます。

④　糸が下まで来たら、糸を交差させ、しっ
かりと止めます。

⑤　針を布の裏面に出し、玉止めをつくりま
す。

ボタンをぴったりと縫いつけてしまうと、布の厚み分が不足して、ボタンがかけ
ずらくなってしまうので、糸足 * をつけます。
＊糸足とはボタンと布地のあいだの糸のことを呼びます。
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ボタンの付け方

C 株式会社フジックス

①針は布の表から刺し、布をすくいます。
　ボタンの裏から針を入れ、糸を渡して針
　を布地に入れます。この時、糸足分として
　布地の厚み分だけ残します。

③糸足部分に、上から隙間なく糸を巻いて
　いきます

⑤針を布の裏面に出して玉止めをつくります。

④糸が下まで来たら糸を交差させて
　しっかりと止めます。

② ①を2～3回繰り返します。


